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One of the aims of Industrial Arts and Homemaking in the new cource of study issued 

in 1993 was to foster students'nature and develop their capabi1ity so that they can live in-

dependent1y in society. To attain this aim， we should re-examine education from a new 

perspective of scholastic achievement， change our teaching material and methods， and improve 

of evaluation. 

The field， "Home Life，" has newly been added to Industrial Arts and Homemaking since 

the 1993 school year， and it is supposed to be learned by both boys and girls in junior high 

schools. We need to make a minute teaching and evaluation plan so that students may 

motivate themselves toward this subject to live a better life. 

This paper discusses a teaching plan and a way of evaluation under the topic of family life 

and family relations. 

緒自

家庭の教育力の低下が指摘される現在，中学時代に家庭や家族のことについて考えさせることは，将来の生徒

自身の生き方に少なからず影響を与えることができる.教師は，生徒に「家庭生活」領域の学習を意欲的に取り組

ませることにより，よりよい生き方を考えさせるきっかけを与えなければならない.

そのためには，新しい学力観に立つ学習指導の展開が必要となる.新しい学力観に立つ学習指導を進めるため

には，新しい評価観が必要である.新しい学力観と評価観により，指導と評価の一体化を図ることができ，生徒

の学習意欲を高めることができる.指導と評価の一体化とL、う言葉は，今に始まった言葉で、はない.しかし毎

日の授業のなかで，このような視点からの授業研究が十分であったとは言い切れない現実がある.

それ故，この時期に，指導と評価の一体化を図るために，評価計画を組み入れた授業設計を研究することはこ

れからの家庭科教育にとって意味のあることと考えた.

そこで，平成3年度に筆者が作成した「家族の生活と家族関係」の学習指導案1)に修正を加えて，評価計画を組

み入れた授業計画案を作成した.
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中田

評価計画を組み入れた授業の設計

21世紀に生きる生徒には，豊かな心をもち，たくましく生きる人間として育ってほしいという願いのもとに，

学習指導要領，生徒指導要録が改訂された.このような生徒の育成のためには，生涯にわたって学び続けようと

いう自ら学ぶ意欲と社会の変化に主体的に対応できる能力が求められており，個性を生かす教育の充実が必要で

あり，これまでの知識・理解，技能重視の学力観から， i関心・意欲・態度」や「思考力・判断力」を重視した新しい学

力観へと発想の転換が図られなければならない.

また， i関心・意欲・態度Ji思考力・判断力」を適切に評価し，指導に生かしたり，生徒の学習意欲を高めたりす

ることに役立てるためには，今まで以上に綿密な授業の設計が大切となる. B. S. Bloomは「教師の主要課題は，

まず第 1に，生徒にどのような変化を望むのか，またその過程で、生徒を援助する場合，自分達がどのような役割

を演ずるのかを，できうる限り明確にすることである.第2の課題は，教授活動の途中ないし完了時に生じるも

のであって，生徒が望ましい方向に変化したかどうか，また，どのような類の予期しなかった成果が得られてい

るかを明らかにすることである.J 2)という.このような課題にせまるためには，授業の設計と同時に評価計画が

必要である.そこで， Fig.lのような授業の設計から評価までの手順を作成した.授業設計の様式については，

梶田叡ーの考案によるものを一部手直しして用いた 3)

1 学習目標(評価目標)の設定

学習の結果，生徒がどのように変容したのかを評価するためには，学習目標と評価目標は一致していることが

必要である.そこで，学習目標と評価目標を一致させた目標分析表の作成を

Fig. 1. Procedure of Teaching 
and Evaluation 

学習目標の設定

評価目標の設定

(目標分析表の作成)

(目標構造図の作成)

総括的評価

・関心・意欲

・生活態度

.倉Ij意工夫する能力

.生活の技能

・知識-理解

試みた.

指導要録の趣旨を生かすため「関心・意欲・態度Ji創意工夫する能力Ji生活

の技能Ji知識・理解」を横軸にとり，縦軸を題材で区分し，学習目標を洗いだ

し該当すると思われる欄に当てはめるという 2次元マトリックスを作成した.

技術・家庭科は，知識や技術をいくら身につけたとしても，生活のなかで

生きて働く力となり，実践できなければ意味がない教科であり，新しい学力

観を生かすことが最も望まれる教科である.

それぞれの題材の目標を達成することが「家庭生活」領域の目標を達成し，

技術・家庭科の目標の実現につながり，生活のなかで生きて働く力となる.

そこで，目標との関連を明らかにするために，

(1)技術・家庭科の目標

(2) i家庭生活」領域の目標

(3) i家族の生活」の目標

について目標分析を行った.

(1)技術・家庭科の目標分析

学習指導要領の目標「生活に必要な基礎的な知識と技術の習得を通し

て家庭生活や社会生活と技術とのかかわりについて理解を深め，進んで

工夫し創造する能力と実践的態度を育てる.J 4)の目標分析を行い， Ta-

ble 1のような目標分析表を作成した.

目標分析の際には，生活の技能や知識・理解，態度などは，客観的な

評価をしやすくするために， i~ができる」とレうように，できるだけ具

体的な行動の形で表現するようにした.

(2) i家庭生活」領域の目標分析

学習指導要領「家庭生活」領域の目標「家庭生活に関する実践的・体験的

な学習を通して，自己の生活と家族の生活との関係について理解させ，

家庭生活をよりよくしようとする実践的な態度を育てる.Jめを分析する

とTable2のように整理できる.
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中学校技街・家庭科「家庭生活j領域における評儲計麗を組み入れた授業設計に関する一試案

Table 1. Analysis of Objectives in Industrial Arts and Homemaking 

「生活に必要な基礎的な知識と技術の習得を逃して，家庭生活や社会生活と技術とのかかわりについて理解を深め，進ん-r::工夫し創造する能力と爽

践的な態度を育てる.J

生活への関心意欲・態度 生活を鋭意工夫する能力 生活の技能 生活についての知識・理解

-生活や技術について関心たもつ -課題を解決するために進んで -生活に必害警な裳礎的な技能を -生活に必要な主主獲的な知識を

-進んで突銭する態度を育てる 工夫し，創造する能力"t.t-育てる 身につける 身につける

-家庭生活や社会生活と技術と

のかかわりについて潔解を深

める

Table 2. Ana1ysis of Objectives in Home Life 

「芸家践生活に箆ナる実践的・体験的なさ学濁を滋して，自己の生活と家族の生活との関係について理解させ，家庭生活~よちよくしようとする実践的な
態度を育てる

生活への関心意欲態度 i 生活唱と創意工夫する能力 生活の技能 生活についての知識・理解

-家庭生活に穏心きどもつ -家庭生浴をよりよくするため -家庭生活をよりよくするため -自己の生活と家族の生活の関

-自日の生活と妻賢室長の生活との に工夫している に必要警な技能を身につけている 係について理解している

関係に気づく

-家庭生活をよりよくしようと

ずる実践的な態度を育てる

Table 3. Analysis of Objectives in Family Life 

小題材 生活への関心 詩意欲・態度 生活惑と創意工夫する童話カ 生活の技能 生活についての知識・理解

家庭の機能 -家族それぞれが一生懸命後 -家庭の機能について調べた -家庭は家族それぞれの生活

話している とに気づく ちまとめたちすることがで の携であることが弘、える

きる e家庭生認の内容がいえる

(衣食・往生活，保育，

休養など)

-家庭生活の特徴がいえる

{社会のまま本単位，雪愛情と

招互理解により成11.，安ら‘

ぎの場)

-家援の基本的な機能が説務

できる(休息、の場，経済全

活の土台としての場，子ど

も"t.t-脊てる場，衣・食。住

生活の場，高齢者-鋳弱者

保護の場など)

家庭生活の意義 I-自分と家族の関係に気づき -家族の一員として家族に協 -家族のー負として家族に協 -家庭の大切さが説明できる.
家族の生活に関心なもつ カし家滋生活をよりよく? カし家庭生活苦どよりよくす -家族相互の理解と協力に

-家庭の大切さに気づく る方法主ど考えることができる ることができる(家族のな よって家庭生活が営まれて

-家族の一員として積極的に かで役製分援をすることが いる とが説明マきる，

家族に協力し家屋芝生活をよ できる.生活待問の計溺唱と

りよくしようとする 立てることができるなど)

-家族の一員として自分の役 -家族のなかで自分の役割を -家族の生活はその構成によ

家族関係 いて考えようとする (Al) 割合考え，よりよい家族関 果たすことができる(制) り立場や役割に遣いがある

-13分が家族のかけがえのな 係を築くよう工夫している -日常生活のマナーが実践で ことを説務できる (A9)
L 、一員-r::あることに気づく (A7) きる (82) -健全な家庭生活のためには

(A2) -~き分の家庭でよりよい人間 家族関係た円滑にすること

-家族良一人一人の立場を理 関係のためのマナ-~湾え が大切で与あることを説明で

解しようとする (A3) ている (A8) きる (AIO)

-家庭において自分の役割を -家庭内での自分の立場や役

果たそうとする情的 言~J について説拐で、きる

-日常生活にすナー(挨拶， (All) 

報告，プライパシーなど) -8常生活の寸ナーがよりよ

が大切であることに気づく い人間関係のために大切で
(A5) あることが説拐できる

-日常生活のマナ-~ピ実践し (A12) 

ょうとする (A6)

前提自標・家庭の機能が談務できる. (Rl) 

発展§穣・家庭生活をよりよくしようとする実践的な態度を事ぎてる. (Cl) 

61 -



(田中)

(3) r家族の生活」の目標分析
中学校「家庭生活」領域は「自分の生活と家族の生活との関連をはかる立場から」学習させることになってい

る.各家庭にはそれぞれの生活のパターンがあり，理想的な家庭というものはない.それ故，家族の生活を

考えさせるにあたっては，家族の生活に関心をもたせ，家族の一員として家庭生活をよりよくすることがで

きるようにしたし¥

このような視点から， r家庭生活」領域の「家族の生活」の目標を洗いだし， Table 3のような目標分析表を
作成した.

「関心・意欲・態度」を例にとって「家族の生活」の目標が「家庭生活」領域や「技術・家庭科」の目標とどのよう

に関連しているかをみてみると， r家庭において自分の役割を果たそうとするJとL、う意欲に関わる目標は
「家庭生活」領域の「家庭生活をよりよくしようとする実践的態度を育てる」につながる.さらには，技術・家

庭科の目標である「進んで実践する態度を育てる」とL、う態度目標に発展してゆく.要するに，家族のなか

で， r自分の役割を果たそう」と努力することが「生活をよりよくしよう」と進んで実践する態度の育成につな
がるといえよう.技術・家庭科の目標を達成するためにも，生徒の興味・関心の低L、「家族の生活」について意

欲的に学習し生活態度の変容に迫ることができるような授業設計が必要となる.

2 目標構造図と指導順路案の作成

「家族の生活」のなかの小単元「家族の生活と家族関係」の目標構造図を作成するために，洗いだした目標のなか

から，本質となる目標2つを中核目標として位置づけた.その他の目標は基礎目標とした.さらに，すでに学習

している目標を前提目標，できれば達成させてやりたし、目標を発展目標として， Fig.2のような目標構造図を作

成した.

Fig 2. Categories of Objectives 

前提目標 基礎目標 中核目標 発展目標

R1 A1 A3 A2 A9 

A10 A11 A4 A7 B1 

日常生活にお

いてマナー

(挨拶報告プ

ライバシーな

ど)が大切で

あることに気

づく

健全な家庭生

活のためには

家族関係を円

滑にすること

が大切である

ことを説明で

きる

A5 

円
ノ

u
n
h
u
 



中学校技衛・家庭科 f家庭生活J領域における評鑓計画を組み入れた授業設計に関する一試案

技犠・家擢科は， r突接的態震を背てるJことをど大切にしている教科で為ることから，中核g標には家躍におけ
る実践関標を取り上げた.また，発援醤標では，生活全体を総合的に向上させることをにねらいをおいて作成し

た.

目標構造額をもとにして， Fig.3のような指導麟路案を昨成した.

Fig. 3. Allotment of Teaching 3 評種計揺を組み入れた指導計画の作成

〈第1"'2時)

外〉

(第 3 時)

(課 外)

(課 外)

〔第 4 時)

学習専務項 時

家族の生汚と

家族関係 2 

課外

RI-AI-A3-A2-A9-…AlO 

-AI1-A4-A 7-評価(教欝)

Bl-評価(教師〉

指導と評価の一体化を図るために拭，指導針繭を作

成する諜に，評価計画を為わせて立案しておくことが

聾まれる. Table 4""-'Tableれま「家族の生活と家旗

開諜」の評価計画を組み入れた指導計画である.

A5-A12-A8-A6-評縞(教師) 評極許磁の作成にあたって拭，目標つぶしの授業に

ならないような評鶴規準を設定することが大切で‘あ

る.そこで，評髄喋自をできるだけ少なくするととも

に，授業中には観察による「関心・意欲-態度Jの評績を

中心にし，般の観点の評価については，ワークシート

やノート広よることとし放課後の時間を活吊して評

舗できるように心がけた.

日2-評罷{教蔀〉

Cl-評価(教部)

評価 {自己)しー補深充化

Table 4. Teaching Plan (Nol) 

評 側
指導

逮成目標 学潔活動
11積路

生・意活欲への・態関心度 生活の技能

Rl 命家族良一人一人 Q)r家庭の機能J 家庭の機能が説明

Al の立場や役割を 復習 できる(発表)

A3 考えることがで 都VTRr現代家族 磁衝に集中している

A2 きる 物語J祝勝、 {綴祭}

A9 争家主実関係をよく @VTRの家族と 家族の生活と家族

AIO するために各家 自分の家族の 関係について考え

AIl 媛で自分が爽践 比較 ょうとする(綴察

A4 できることを考 (ワ クシー ヴ クシート)

A7 える 語家族員一人…人の

金各家庭で実践で -霊祭族構成 役割を理解しよう

きる -家族員一人一 としている(ワー

人の役割 タシート)

-家族内におけ

る自分の役割

あHiるのこな止にい一気りか員づげでく@)グルーヅ討議

自分の考えを出

し会い， グルー 〈観察，ワ ク

ブで、家族員一人 シート)

一人の立場や役

割者ピ考える グノレ ブで話し

告発察 会ったことをまと

グループで話し めて発表する(発

会ったことを発 表彰開く)(鏡察}

表する

争まとめ 家族の-j設として

家族関係省ピょくす 自分の役芸誌を考

るために各家庭で え，よりよい家族

自分が実践できる 関係書r築くようヱ
ことを若手える ヨたしてしもる (ワ

タシート)

Bl 実践する 家族のなかで自分

の役割合果たすこ

とができる(レ

ボート)
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(問中)

Table 5. Teaching Plan (No2) 

指導
評 綴

学習事項 時
綴路

達成問機 学習活動

生盆活意欲への・態熱度心 設み鍛 生活の技能

3 A5 家族関係を円滑 ヨ〉家族にいやな怒 お常生活にマナー
A12 tこするために必 いをさせた体 が大切であること

A8 警警なマナーがわ 験，家族からい に気づく(発表〉

A6 会、Q ゃな怒いをさせ

@自分が語家庭でぜ られた体験を話

ひ守りたいマ し会う

ナー合考えるこ ②家族関係書ど丹滑 日常生活の?ナー

とができる にするために必 にはどんなものが

ミむ各家庭でき終践で 要なマナーには あるか説明できる

きる どんなものがあ (発表〉

るか話し合う

金自分が家庭で.-lf 家庭でのよりよい

ひ守りたいマ 人織関係のための

ナーについて考 ?ナ…宅ど考えてい

える る〈ノト)

課外 B2 実践する S常生活の?ナー

が実践できる(レ

ボート)

課外 Cl 
実践する 家庭生活をよりよ

くするために家族

の…長としての役

割安築士ニし，家族

関係t:'円滑にする

ことができるくレ

ポート}

4 評績と補充深化 岱レポートをもど

学習 に前ができて，

前ができていな

いかを考える

@テスト

φレ;f:!-r.テス
ト総集に纂づレ

て，幾緩学習を

する

まとめJと課題

学力は指導と評価の繰り返しによって，螺旋状に向上するものであろう.学力が生活に生きて瞬くカとして役

に立つためには，次の指導託金かす評舗のあり方を工夫しなければならない.

指導と評価の一体化という雷葉は言うことはたやすいが，授業の展開はなかなかむずかしい.

新しく新設さわした「家庭生活」領域は生捷の関心が低く，学習意欲も乏しい轍域である.

また，自立と依存U悩むこの時代に，家族のー践として家誕生活をよりよくしようとする実銭的態震を身につ

けさせるためには，指導と評揺の一体化を鴎る援業の襲爵が望まれる，

そこで， r家族の生活と家挟関保」の鰭材について，評価計画を組み入れた授業の設計を検討した.
謹業の設計にあたって，留意したことは，次の点である.

部学習昌擦とあわせて評価関轄を設定すること

③ 客観的な評価なしやすくするため，目標はできるだけ具体的な行動の影で表現すること

③ f芸家庭生活J領域，技箭・家庭科のねらいtこせまることのできる詰標構造図，指導/1震蕗案を作成すること

③ 目標つぶしの授業にならないよう評鍾規準を作成すること

以上の事撲に留意しながら，評儲計画を組み込んだ授業設計を作成した.

しかし，どえのような課題が残されている.
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φ 具体的でわかりやすい評価の暫定基準を持成すること
評価がむずかしいとされているf関も・意欲・態変f思考力・粍断力jなどの評髄用具を開発すること
実銭による検証をすること
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